
菊の節句
懐石料理とお座席で仕舞の会

京都祇園 菊乃井本店

〜観世流 能楽師 梅若基徳 師による仕舞の鑑賞〜

重陽の節句は、菊の節句とも呼ばれ、不老長寿を願う節句です。
重陽の節句では、菊を鑑賞しながら「菊酒」を飲むと長寿になると言われています。菊酒は、蒸し
た菊の花びらを器に入れ、冷酒を注ぎ一晩置くことで香りを移して作ります。

能 『菊慈童』は重陽の節句の由来を端的に表したものとして、この時期よく演じられる演目です。
その見どころを、シテ方観世流 能楽師 梅若 基徳 師によって演じていただきます。
中秋の名月にも近いことから、名月にちなんだ演目も予定しております。
格式と伝統のあるお料理と仕舞を楽しみながらくつろぎの時を、お過ごしくださいませ。

高雅な雰囲気のお座敷で、大切な方と贅沢な時間をお過ごしください

● 開催場所 菊乃井本店（〒605-0825 京都市東山区下河原町４５９）
● お食事内容 節句の懐石料理 乾杯のためのドリンク：アルコール１杯付

 （＊追加のドリンクをご希望の方は別途ご負担となります）
● シテ方 観世流 能楽師 梅若 基徳 師による仕舞の鑑賞

■宴会内容

■詳細・チケットのご購入

■イベント主催者・お問い合わせ

株式会社エリアプロモーションジャパン 宴会イベント担当 075-200-6901 / kissy@areapromotionjapan.com

詳細情報やチケットのご購入は以下のQRコードよりお願い
いたします。

夜の
懐石

日程：令和5年9月9日（土）
開宴：18時〜（受付開始：17時30分より）
終宴：20時45分予定
料金：48,000円（税サ込）

■日程・時間・料金

シテ方 観世流 能楽師
梅若 基徳 師
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